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大塚謙一先生をおくる

大塚謙一先生が，2012年3月末をもって静岡大学を定年退職されることになりました．大塚先生は，1973
年10月に理学部助手として赴任され，1988年4月に教育学部助教授に転任された後，今日まで静岡大学の地
球科学ならびに環境科学の教育・研究に献身的な努力を注いでこられました．

理学部においては，当時日本で唯一の海洋地質学講座の助手として数多くの学生実習・実験を担当され，
多数の人材を育てられました．この頃，私は理学部の一学生として大塚先生の実験の授業を受講し，生まれ
て初めて堆積岩の薄片を観察させて頂いたことをよく覚えています．

その後，大塚先生は教育学部に転任され，当初は教員養成課程の理科教育専攻と総合教育課程の自然環境
教育コース，1998年度の学部改組後には学校教育教員養成課程の理科教育専修と環境教育専攻を担当され，
多数の授業をこなされるとともに，数多くの学生の卒業論文・修士論文を指導されました．とくに環境教育
専攻においては，その設立過程から深く関わり，理念や授業設計などの骨格作りの中心人物として活躍され
ました．

こうした中，大塚先生は，主として静岡県周辺の海底・湖底を対象とし，調査船や潜水艇の探査データ・
採取試料の分析を通じた地形・地質や環境変動についてのご研究も続けられ，貴重な成果を挙げられました．
また一方で，環境教育・理科教育の社会への普及にも努められ，数々の著作を執筆されるとともに，県内各
地での多数の講演会・講習会や出前授業を担当されました．

私は1991年4月から大塚先生の同僚として，そうしたご活躍を目の当たりにしてきました．特に，ともす
ればあいまいさの残る妥協や先送りで済まされがちな学内のさまざまな事柄に対し，大塚先生が執拗なこだ
わりや信念を貫かれる姿には，たびたび感銘を受けてきました．教育学部の地学教育・環境教育は，大塚先
生のそうした献身的な努力によって支えられてきたと言っても過言ではないと思います．

残念ながら大学の人事状況においては，大塚先生の後任を補充する目処は現在のところたっておりません．
かつては教員4名の陣容を誇った教育学部地学小講座は，ついにその半数の2名という厳しい時代を迎えて
しまいます．それゆえ，まだしばらくは大塚先生に非常勤講師として授業のお手伝いをお願いしなければな
らない状況ですが，今後の大学外での一層のご活躍もお祈りしつつ，お別れの言葉とさせて頂きたいと存じ
ます．

2012年3月末日

� 静岡大学教育学部
� 小山真人
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大塚謙一先生の略歴

履　歴
昭和44（1969）年　３月　東京大学理学部地学科地質学鉱物学課程卒業

47（1972）年　３月　東京大学大学院理学系研究科地質学専門課程修士課程修了
48（1973）年　９月　東京大学大学院理学系研究科地質学専門課程博士課程中退
48（1973）年　10月　静岡大学理学部助手
59（1984）年　３月　理学博士（東京大学）「相模トラフ北端域および駿河トラフ北端域の上部第四系の

地質構造」
63（1988）年　４月　静岡大学教育学部助教授

平成13（2001）年　４月　静岡大学教育学部教授
24（2012）年　３月　静岡大学教育学部定年退職

学内における活動
平成３（1991）年　４月～平成４（1992）年　３月　教育学部予算委員会委員長
平成11（1999）年　４月～平成20（2008）年　３月　教育学部環境教育教室代表（一部断続）
平成15（2003）年　４月～平成16（2004）年　３月　教育学部就職委員長
平成18（2006）年　４月～平成19（2007）年　３月　教育学部広報委員長

所属学会
日本地質学会，静岡県地学会

学会における活動
平成４（1992）年
　　第29回万国地質学会（京都）「深海および海溝の砕屑性堆積物」コンビナー

社会における活動等
平成10（1998）年
　　静岡県民カレッジ講師「駿河湾とその環境」
平成10（1998）年
　　富士市西部ブロック公民館事業講師「駿河湾講座」
平成21（2009）年
　　静岡大学・読売新聞社共同企画「人間と環境の現在と未来—21世紀の日本を開く」公開講座講師
平成21（2009）年
　　静岡市温暖化対策協議会顧問
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海外出張等
昭和56（1981）年６月１日～７月28日

国際深海掘削計画（Deep Sea Drilling Project）におけるグローマーチャレンジャー号の第80次研究航
海乗船
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